
製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ２０Ｂ／３０Ｂシリーズ （ＳＹＳＴＥＭ ２０／３０） ガバナ機能

ＶＧＵ２０Ｂ／３０Ｂシリーズ中圧用ガス遮断制御シ
ステムは、中圧Ｂ供給される圧力０．１～０．３ＭＰａ
の都市ガス、天然ガス、ＬＰＧの遮断、整圧、燃焼
量制御を目的として開発されたバルブシステムで
す。

ＶＧＵ２０Ｂ／３０Ｂを使用することによりボイラー、
冷凍機、工業炉等における中圧Ｂ供給ガス配管の
コンパクト化及びコストダウンを可能にします。

従来、中圧Ｂ供給のガスを遮断して制御する場合
には基本的に次の機器が必要となっておりました。

区分バルブ→ストレーナ→元圧ゲージ→ガス圧ス
イッチ（低）→一次遮断弁→二次遮断弁→ガバナ

→ガス圧スイッチ（高）→バタフライ弁→バーナコッ
ク

これらの機器類の手配、組立、検査等に要するコ
スト及び必要とする装備空間は装置全体のコスト
のかなりの部分を占めている場合があります。

ＶＧＵ２０Ｂ／３０Ｂシステムは全長４０ｃｍ内に中圧Ｂ供給の遮断、整圧（ガバナ）制御及びその他必要な
附属装備が効率よく複合化されていますので、コストダウンを容易にします。

ＶＧＵ２０Ｂ／３０Ｂシステムには下記の機能特長を備えております。

◆中圧Ｂガス配管のコンパクト化

◆ガスの二重遮断機能

◆圧力制御ガバナ（整圧）機能

◆全閉確認スイッチ

◆ ストレーナ

◆ガス圧力低スイッチ

◆ガス圧力高スイッチ

◆元圧力計

◆パイロット配管接続口

◆バルブ開度表示

概要

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

2006.04.20ＳＪ００００６４２ －１／３５



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

システム２０ガバナ制御機能《ＶＧＵ２０Ｂ》

ＶＧＵ２０Ｂ外形

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

本システムは主にＯＮ－ＯＦＦ制御又はバタフライ弁とリンゲージをＶＧＵ２０Ｂの他に使用したＨＩ－ＬＯ制御、比例
制御システムで使用します。
ＶＧＵ２０Ｂの下流側にはガバナ機能を有したアクチェータが装備され、従来の中圧用のガバナは不要となります。
一般のガバナの整圧精度は１０～１５％ですが、ＳＫＪ２０は油圧サーボ式ですので、５％以内の精度となります。
又一般のガバナでは取付方向に制限が有りますが、本システムでは水平より下向き以外自由です。
更にガス圧制御用バルブシートと燃焼量制御用弁が同一の弁ですので、配管の圧力損が減少します。
（従来別途発生していたガバナ圧力損をゼロとして計算できます。）ガバナの設定圧は２５ｋＰａまで可能です。

③

１ ＳＫＪ２０本体 ６ 圧力スイッチ（ガス圧低）
２ ガス 二次圧導圧管接続口 ７ 元圧力計
３ 二次圧設定口 ８ パイロット取出し用プラグ（Ｇ１／２）
４ 開度インジケータ ９ 検圧用プラグ（Ｇ１／４）
５ 上流側遮断弁

①

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＵ２０Ｂ外形寸法図

ＶＧＵ２０Ｂ寸法図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －３／３５

100 201.5 100 20 JIS 40A-10K
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

システム３０ガバナ制御機能《ＶＧＵ３０Ｂ》 高二次圧設定タイプ

ＶＧＵ３０Ｂ外形

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

⑧

本システムは主にＯＮ－ＯＦＦ制御又はバタフライ弁とリンケージをＶＧＵ３０Ｂの他に使用したＨＩ－ＬＯ制御、
比例制御システムで使用します。
ＶＧＵ３０Ｂの下流側にはガバナ機能を有したアクチェータ（高２次圧設定型）が装備され、従来の中圧用のガバ
ナは不要となります。
本システムは低ＮＯＸバーナでガスのノズル圧を高圧に設定するために開発されたシステムです。
一般のガバナの整圧精度は１０～１５％ですが、ＳＫＪ３０は油圧サーボ式ですので、５％以内の精度となります。
又一般のガバナでは取付方向に制限が有りますが、本システムでは水平より下向き以外自由です。
◆ ガス圧制御用バルブシートと燃焼量制御用弁が同一の弁ですので、配管の圧力損が減少します。
（従来別途発生していたガバナ圧力損をゼロとして計算できます。）

◆本システムのアクチェータ（ＳＫＪ３０）は二次圧を１５０ｋＰａまでの設定が可能な高二次圧設定タイプです。
◆二次圧を２５ｋＰａ以下に設定する場合はＶＧＵ２０Ｂの使用が可能です。

１ ＳＫＪ３０本体 ６ 圧力スイッチ（ガス圧低）
２ ガス 二次圧導圧管接続口 ７ 元圧力計
３ 二次圧設定口 ８ パイロット取出し用プラグ（Ｇ１／２）
４ 開度インジケータ ９ 検圧用プラグ（Ｇ１／４）
５ 上流側遮断弁

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －４／３５
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＵ３０Ｂ外形寸法図

ＶＧＵ３０Ｂ寸法図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －５／３５

JIS 40A-10K100 201.5 100 20
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

装備・機能一覧

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

機         能 VGU70B
VGU20B
VGU30B

VGU10B

空燃比制御・低燃焼過剰空気量設定及び
燃焼量の制御・圧力制御機

●

バタフライ弁及びリンケージ機能・
均圧弁機能

●

圧力制御（整圧）ガバナ機 ● ●

二重遮断 ● ● ●

スローオープン・クイックシャット ● ● ●

下流側アクチュエータの全閉確認スイッチ ● ● ●

ストレーナ ● ● ●

ガス圧力スイッチ（圧力高、圧力低） ● ● ●

元圧力計 ● ● ●

下流側アクチュエータの開度 ● ● ●

上流側バルブの内部オリフィス φ２５ φ２５ φ２５

下流側バルブのオリフィスサイズ

φ４０
φ２５
φ１５

φ４０
φ２５
φ１５

φ４０

システム別の機能・装備一覧表

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －６／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

流量と差圧の計算

各システムの接続は入口側・出口側ともにＪＩＳ１０Ｋ４０ＡＲＦフランジ接続となります。
ＶＧＵ・・システムの上流側には全シリーズ共に共通してφ２５ｍｍオリフィスを有するバルブが装備されています。
下流側は下記表の通りの組み合わせになります。

オリフィスサイズの選定

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

上流側 下流側 流量係数 Ｋ
φ２５ φ１５ ４．５
φ２５ φ２５ ７．５
φ２５ φ４０ ９．０

バルブオリフィスサイズの組み合わせと流量係数

流量差圧特性計算により下流側バルブオリフィスを選定する際には次の点に注意してください。

１．ＶＧＵ３０Ｂ、ＶＧＵ２０Ｂを使用する場合は、必要以上にオリフィスサイズの大きいタイプを選定すると
ハンチング等が発生し、振動燃焼の原因となります。
下記流量以下では使用しないで下さい。

２．同じくＨＩ－ＬＯ制御などの多位置制御で必要以上にオリフィスサイズの大きいタイプを選定すると
ＨＩからＬＯに移行時に断火を発生する事があります。
最低供給圧力と差圧を確認しながらオリフィスを選定して下さい。

上流側 下流側 空気（比重＝１） 13A（比重＝0.65） 6B・6C（比重＝0.55）

４．５ φ２５ φ１５ ６．０ ７．５ ８．１
７．５ φ２５ φ２５ ９．０ １１．３ １２．２
９．０ φ２５ φ４０ ２０．０ ２５．０ ２７．０

オリフィスサイズの組合せ 最小制御流量（Ｎｍ３／ｈ）
流量係数 Ｋ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －７／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

流量と差圧の計算

差圧と流量を求めるには下記公式を使用します。

（１） 比重ｄｖのガスをＱＧ（ｍ３／ｈ）流した場合の差圧△Ｐ（ｋＰａ）を求める。

2

 

G

⎥
⎥
⎥
⎥

⎦

⎤

⎢
⎢
⎢
⎢

⎣

⎡

××× Ｋ
ｄｖ

１
Ｐｉｎ＋０．１１０

Ｑ
ΔＰ＝

ｄｖ ： ガス比重（空気＝１．０）

Ｐｉｎ： 元圧（ＭＰａ）

△Ｐ ： 差圧（ｋＰａ）

ＱＧ ： ガス流量（ｍ３Ｎ／Ｈ）

Ｋ ： 流量係数 （下表による）

（２）差圧△Ｐ（ｋＰａ）の時、比重ｄｖのガスが流れる流量ＱＧ（ｍ３Ｎ／ｈ）を求める。

K××Δ××
ｄｖ

１
ＰＰｉｎ＋０．１ＱＧ＝１０

ガス種

発熱量

(ＭＪ／m３N)
比重

（空気：1.0)
１３Ａ 46.047 0.64-0.65
６Ａ 29.302 1.22
６Ｂ 20.93 0.55-0.68
６Ｃ 18.837 0.5-0.62

プロパン 101.302 1.55
ｎ－ブタン 133.954 20.9

流量・差圧計算

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

型番 型番 上流側 下流側

MVJ40.25 VGJ10.13840 φ２５ φ１５ ４．５
MVJ40.25 VGJ10.13940 φ２５ φ２５ ７．５
MVJ40.25 VGJ10.14040 φ２５ φ４０ ９．０

流量係数 Ｋ
バルブ組み合わせ オリフィスサイズの組合せ

ユニットの組み合わせと流量係数

ガス発熱量と比重

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －８／３５

11.0φ２５MVJ40.25

２６.４φ４０VGJ10.14040

１４.３φ２５VGJ10.13940

６.２φ１５VGJ10.13840

流量係数 Ｋオリフィスサイズ型番

個別バルブの流量係数

2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

空気よりガスへの換算

ｆ：換算率

ｄｖ：ガス比重

ＱＡ：空気流量 ｍ３Ｎ／ｈ

ＱＧ：ガス流量 ｍ３Ｎ／ｈ

ガス種

発熱量

(ＭＪ／m３N)
比重

（空気：1.0)
１３Ａ 46.047 0.64-0.65
６Ａ 29.302 1.22
６Ｂ 20.93 0.55-0.68
６Ｃ 18.837 0.5-0.62

プロパン 101.302 1.55
ｎ－ブタン 133.954 20.9

QafQg
dv

f

×=

=
1

流量差圧グラフ（０．１ＭＰａ）

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

供給圧力 ０．１ ＭＰａ

0.1

1

10

100

1 10 100 1000

流 量  Ｑ  （  ｍ ３  Ｎ ／ ｈ ）   空 気 （ 比 重 ： １ ． ０ ）

差
圧
 Δ
Ｐ
 （
ｋ
Ｐ
ａ
）

Ｍ Ｖ Ｊ ４ ０ ． ２ ５ ＋ Ｖ Ｇ Ｊ １ ０ ． １ ４ ０ ４ ０ Ｍ Ｖ Ｊ ４ ０ ． ２ ５ ＋ Ｖ Ｇ Ｊ １ ０ ． １ ３ ９ ４ ０

Ｍ Ｖ Ｊ ４ ０ ． ２ ５ ＋ Ｖ Ｇ Ｊ １ ０ ． １ ３ ８ ４ ０

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －９／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

上流側・下流側ともにバルブボディ内の入口側にストレーナーが装備されます。
上流側：２０メッシュ
下流側：４０メッシュ

アクチュエータ

図６の項目Ａにて選定される下流側アクチェータには補助スイッチが装備されています。
出荷時全閉確認位置に調整済み。
上流側の遮断バルブ動作はクイックオープン・クイックシャトで、補助スイッチはつきません。

バルブボディ

接続は上流側・下流側共にＪＩＳ１０Ｋ４０ＡＲＦフランジです。
パイロット配管接続用タップ（Ｇ１／２）が上流側バルブ入口側の左右に用意されています。

圧力スイッチ

圧力低用ガス圧スイッチ（ＧＷ２０００Ａ４）の設定範囲は０．０４－０．２ＭＰａ（出荷時の設定は０．０６ＭＰ
ａ）、耐圧は０．４ＭＰａです。上流側バルブに取付けられます。
項目Ｄにて選定される圧力高用ガス圧スイッチはバーナコックより下流側に装備してください。したがって
ユニット本体より分離されて納められます。

元圧ゲージ

指示範囲 ０－０．６ＭＰａ， φ６０ｍｍ ＪＩＳ１．５級上流側のバルブ出口側に接続されます。

ストレーナ

型式選定

型式選定

ＶＧＵ・・システムの機能及び附属機器の仕様を図６の「仕様型式選定表」により決定します。

型式例 ＶＧＵ７２Ｂ．１５０５Ｒ－＊５６１ （システム７０）

ＶＧＵ３２Ｂ．２５５０Ｒ－＊５６１ （システム３０）

ＶＧＵ２１Ｂ．２５１５Ｌ －＊５６１（システム２０）

ＶＧＵ１２Ｂ．４０００Ｌ －＊５６１（システム１０）

次の各項目については全ての組合せに対して共通な仕様となります。

ＳＪ００００６４２ －１０／３５ 2006.04.20

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

標準型式

項目 機能・機器 仕様 記号

ＯＮ－ＯＦＦ制御 （ＳＫＪ１０） システム１０ １

ガバナ 制御 （ＳKＪ２０） システム２０ ２

高二次圧ガバナ制御 （ＳＫＪ３０） システム３０ ３

空燃比制御 （ＳＫＪ７０） システム７０ ７

１００Ｖ ５０／６０ Ｈｚ １

２００Ｖ ５０／６０ Ｈｚ ２

口径１５ｍｍ （ＶＧＪ１０．１３８４０） １５

口径２５ｍｍ （ＶＧＪ１０．１３９４０） ２５

口径４０ｍｍ （ＶＧＪ１０．１４０４０） ４０

付属無 ００

０．２５～５ ｋＰａ  （ＧＷ５０Ａ６／Ｓ） ０５

３～１５ ｋＰａ  （ＧＷ１５０Ａ６／Ｓ） １５

１０～５０ ｋＰａ  （ＧＷ５００Ａ６／Ｓ） ５０

Ｆ ユーザ識別コード 納入客先殿毎の文字がはいります ＊

Ｇ 予備コード 通常は５ ５

0.6ＭＰａ　標準仕様 ５

付属無 ６

その他（特殊仕様） ＊

付属無 ０

ＧＷ２０００Ａ４　標準仕様 １

圧力計取付位置Ｈ

ガス圧低スイッチの選択Ｉ

Ｒ

Ｌ

下流側アクチェータの機能
（二重遮断の下流側アクチュエータ）

Ａ

アクチェエータの電源電圧Ｂ

下流側バルブの内部オリフィスの口径
（流量差圧計算、最小制御流量データ参照）
  システム１０を選択した場合は４０のみ

Ｃ

ガス圧高スイッチの選択Ｄ

Ｅ
右向き

左向き

元圧ゲージとアクチュエータ開度表示の
取付方向 指示
 「ゲージと表示機を正面に見てガスの流れが
左から右が（Ｒ）右から左が（Ｌ）」

型式 ＶＧＵ □□ Ｂ． □□□□□－□□□□
項目Ａ

項目Ｂ

項目Ｃ 項目Ｄ 項目Ｅ

標準型式

項目Ｆ

項目G

項目Ｈ

項目Ｉ

ＳＪ００００６４２ －１１／３５ 2006.04.20

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

各部仕様

上流側遮断バルブ（ＭＶＪ４０．２５）

部 品 番 号 ＭＶＪ４０．２５－１００ （１００Ｖ用）

ＭＶＪ４０．２５－２００ （２００Ｖ用）

電 源 電 圧 ８５～１１０ＶＡＣ （１００Ｖ用）

１８７～２２０ＶＡＣ （２００Ｖ用）

電 源 周 波数 ４７～６４Ｈｚ

消 費 電 力 ７０ＶＡ 連続定格

動 作 クイックオープン・クイックシャット

動 作 頻 度 最大 ２００回／時 全ストローク

駆 動 方 式 電磁式

動 作 時 間 全開→ 全閉 １秒以内

最高使用圧力（Ｐｍａｘ） ０．３ＭＰａ（中圧Ｂ）

耐 圧 ０．５ＭＰａ

主 要 材 質 ボディ ＦＣＤ４５０

ディスクシート ＮＢＲラバー

弁座 ステンレス鋼

接 続 ＪＩＳ Ｂ ２２１０ １０Ｋ ４０Ａ ＲＦフランジ

オリフィスサイズ φ２５ｍｍ

流 体 都市ガス、天然ガス、空気 、ＬＰＧ

用 途 遮断

試 験 圧 力 弁体強度 １ＭＰａ （水圧）

外部もれ ０．５ＭＰａ （空気）

弁もれ正方向 ０．５ＭＰａ （空気）

弁もれ逆方向 ０．０２ＭＰａ （空気）

バルブストローク ７ｍｍ

許容運転周囲温度 －１０ ～ ＋６０℃

保護構造 ＩＰ ５４ （ＩＥＣ５２９による）

質 量 ９.５ｋｇ

内臓ストレーナ ２０メッシュ

パ イ ッ ロ ト 接続口 Ｇ１／２

取 付 姿 勢 コイル部が水平面より下にならないこと

ＭＶＪ仕様書

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

2006.04.20ＳＪ００００６４２ －１２／３５



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＭＶＪ４０．２５寸法図

ＭＶＪ寸法図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

2006.04.20ＳＪ００００６４２ －１３／３５

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＭＶＪ４０．２５断面図

① ② ③ ④

⑩

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

ＭＶＪ構造図

１ Ｏリング ７ 電磁コイル
２ 弁座プラグ ８ アーマチュア
３ 弁シート ９ アーマチュアチューブ
４ バルブボディ １０ ストレーナ
５ Ｏリング １１ ギャップワッシャ
６ 閉止スプリング １２ ＳＵＳボンネット

⑪

⑫

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

2006.04.20ＳＪ００００６４２ －１４／３５

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

下流側バルブボディ（ＶＧＪ・・）

最高使用圧力（Ｐｍａｘ） ０．３ＭＰａ（中圧Ｂ）
耐圧 ０．５ＭＰａ
主要材質 ボディ ＦＣＤ４５０

ディスクシート ＮＢＲラバー
弁座 ステンレス鋼

接続 ＪＩＳ Ｂ ２２１０ １０Ｋ ４０Ａ ＲＦフランジ

内部オリフィスサイズ ＶＧＪ１０．１４０４０ φ４０ｍｍ
（部品番号） ＶＧＪ１０．１３９４０ φ２５ｍｍ

ＶＧＪ１０．１３８４０ φ１５ｍｍ
流体 都市ガス、天然ガス、ＬＰＧ、空気
用途 遮断及び制御
試験圧力 弁体強度 １ＭＰａ （水圧）

外部もれ ０．５ＭＰａ （空気）
弁もれ正方向 ０．５ＭＰａ （空気）
弁もれ逆方向 ０．０２ＭＰａ （空気）

バルブストローク １７ｍｍ
動作環境周囲温度 －１０ ～ ＋６０℃
質量 １１ｋｇ
内蔵ストレーナ ４０メッシュ

取付姿勢 水平より下向き不可、但しアクチェータＳＫＪ７０・・と使用の場合は、

ＳＫＪ７０・・のダイアフラムが常に垂直位置であること。

ＶＧＪ仕様書・寸法図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －１５／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＪ１０内部構造図

①

②

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

⑨

１ バルブステム ６ 閉止スプリング
２ ステムガイド ７ Ｏリング
３ 弁シート ８ ストレーナ
４ ディスクプロファイル ９ アクチュエータ
５ 弁座プラグ １０

ＶＧＪ構造図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －１６／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

下流側アクチェータガバナ制御用（ＳＫＪ２０）システム２０

ＳＫＪ２０仕様書・図面

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

部品番号

電源電圧

電源周波数
消費電力
動作
動作頻度
駆動方式
動作時間
周囲温度
質量
保護構造

二次圧調整範囲

ガバナ耐圧
導圧管接続口
導圧管サイズ
導圧管取出位置
制御精度

取付姿勢
補助スイッチ

ＳＫＪ２０．２１１１１ （１００Ｖ用）
ＳＫＪ２０．２１１１２ （２００Ｖ用）
８５～１１０ＶＡＣ （１００Ｖ用）
１８７～２２０ＶＡＣ （２００Ｖ用）

４７～６４Ｈｚ
１３．５ＶＡ 連続定格

ガバナ制御
最大 ４回／分 全ストローク

油圧サーボ
全開→ 全閉 １秒以内
－１０ ～ ＋６０℃

１．６５Ｋｇ
ＩＰ ５４ （ＩＥＣ５２９による）

０．１ＭＰａ

Ｒｐ１／４
内径最低４ｍｍφ以上
バルブ出口側でバーナコックより下流側のガス乱流のない所
設定値の５％以内、但しオリフィスサイズ別の最小制御流量
が必要です。
制限無し
接点 ６（２）Ａ ２５０Ｖ ＡＣ
設定 ０～１００％ストローク

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

塗装色 型番 設定範囲（ｋＰａ） 状態

標準（地色） ０．１～２．２ ＳＫＪ２０に装着
黄色 ＡＧＡ２２ １．５～１２ 納品時同梱
赤色 ＡＧＡ２３ １０～２５ 別手配

ＳＪ００００６４２ －１７／３５

G

1 341 34

86
74

4-φ5.5

取付穴

143.5

100.5

32.5 Rp 1/4

Rp 1/4

21.5 電線取付口

左右二箇所

検圧口

2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

下流側アクチェータガバナ制御用（ＳＫＪ３０）システム３０

ＳＫＪ３０仕様書・図面

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

32.5

1
0
4
.
8

2
1
0
.
2

1
9
4
.
1

21.5

Pg11(φ19)

両面

Rp 1/4Rp 1/4

147

□
1
0
6

部品番号

電源電圧

電源周波数
消費電力
動作
動作頻度
駆動方式
動作時間
周囲温度
質量
保護構造
二次圧調整範囲

ガバナ耐圧
導圧管接続口
導圧管サイズ
導圧管取出位置
制御精度

取付姿勢
補助スイッチ

ＳＫＪ３０．２１１１１ （１００Ｖ用）
ＳＫＪ３０．２１１１２ （２００Ｖ用）
８５～１１０ＶＡＣ （１００Ｖ用）
１８７～２２０ＶＡＣ （２００Ｖ用）

４７～６４Ｈｚ
１３．５ＶＡ 連続定格

ガバナ制御（高二次圧設定型）
最大 ４回／分 全ストローク

油圧サーボ
全開→ 全閉 １秒以内
－１０ ～ ＋６０℃

１．６３Ｋｇ
ＩＰ ５４ （ＩＥＣ５２９による）

０．２ＭＰａ
Ｒｐ１／４
内径最低４ｍｍφ以上
バルブ出口側でバーナコックより下流側のガス乱流のない所
設定値の５％以内、但しオリフィスサイズ別の最小制御流量
が必要です。
制限無し
接点 ６（２）Ａ ２５０Ｖ ＡＣ
設定 ０～１００％ストローク

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

塗装色 型番 設定範囲（ｋＰａ） 状態

黄色 ＡＧＡ２２ １０～８５ ＳＫＪ３０に装着
赤色 ＡＧＡ２３ ７０～１５０ 納品時同梱

ＳＪ００００６４２ －１８／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

技術仕様

型番 ： 上記表による
圧力設定範囲 ： 上記表による
設定ダイアル目盛表記 ： ｂａｒ
最高許容圧力 ： 上記表による
動作隙間 ： 上記表による
適用対象気体 ： 天然ガス、都市ガス、ＬＰＧ、空気
設定精度 ： ±１５％ （ダイアル面垂直使用時）

水平使用時は上記設定値に対し０．０５ｋＰａ加算
材質
本体 ： アルミダイキャスト
カバー ： ポリカーボネード
スイッチ部 ： ポリカーボネード
受圧部 ： ステンレス鋼（1.4541）（二重保護構造）
スイッチ接点部 ： Ａｇ，ｆｉｎｅ ｓｉｌｖｅｒ

接点最大電圧電流 ： ＡＣrms２５０Ｖ 抵抗負荷 ６Ａ
誘導負荷 ３Ａ （ＣＯＳφ：０．６）

ＤＣ ： ４８Ｖ １Ａ
接点最少電圧電流 ＡＣrms ： ２４Ｖ ２０ｍＡ

ＤＣ ： ２４Ｖ ２０ｍＡ
許容動作周囲温度 ： －１５・・＋７０℃
許容保管周囲温度 ： －３０・・＋８０℃
防水規格 ： ＩＰ５４
接点動作 ＳＰＤＴ ： 設定した圧力より高で３－１開

３－２閉
： 設定した圧力より低で３－１閉

３－２開
圧力接続 接続 ： Ｇ１／４×１４ 深さ１８ｍｍ

質 量 ： 約 ４５０ ｇ

オプション ＰＧ１１－ＪＩＳ ＣＴＣ－１９薄鋼電線管アダプタ

取扱注意事項
・圧力設定カバーのネジに緩みの無いこと
・圧力導入口のネジＧ１／４最大締め付けトルクは７Ｎｍです。締過ぎ無いこと

接点構成図 （設定圧力以下）

型番
設定範囲
( kPa )

動作隙間
( kPa )

最高許容圧力
( kPa )

GW 2000 A4 40-200 4.5 400

（ダイアル目盛の表記単位は「ｂａｒ」です。 1ｂａｒ＝100ｋＰａ＝0.1ＭＰａ）

ガス圧低仕様書

ＳＪ００００６４２ －１９／３５

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

圧力導入口 Ｇ１／４×１４ 深さ１８

外形寸法図

端子台結線図例

ガス圧低外観図

ＳＪ００００６４２ －２０／３５

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

下流側ガス圧力スイッチ高

型番
設定範囲
(kPa)

動作隙間
(kPa)

最高許容圧力
(kPa)

取付姿勢誤差
(kPa)

GW50A6/S 0.5-5 0.3 50 0.1

GW150A6/S 1-15 0.5 50 0.15

GW500A6/S 10-50 2.0 200 0.3

＊設定ダイアルの目盛はＰａ表記です。

技術仕様

適用対象気体 天然ガス、都市ガス、ＬＰＧ、空気
設定精度 最大±１５％ （ダイアル面垂直使用時）

水平使用時は上記設定値に上表の取付け姿勢誤差を加算
材質
本体 アルミダイキャスト
スイッチ部 ポリアミド
ダイアフラム ＮＢＲ
安全ダイアフラム ＮＢＲ
スイッチ接点部 Ａｇ，ｆｉｎｅ ｓｉｌｖｅｒ

接点最大容量 ＡＣrms.２５０Ｖ 抵抗負荷 ６Ａ
誘導負荷 ３Ａ （ＣＯＳφ：０．６）

ＤＣ４８Ｖ １Ａ
接点最少電流 ＡＣrms.   ２４Ｖ ２０ｍＡ

ＤＣ １２Ｖ ２０ｍＡ
許容動作周囲温度 －１５．．＋７０℃
許容保管周囲温度 －３０．．＋８０℃
保護構造 ＩＰ ５４ （ＩＥＣ５２９による）
接点動作 ＳＰＤＴ 設定した圧力より高で３－１開

３－２閉
設定した圧力より低で３－１閉

３－２開
圧力接続 Ｇ１／４×１４ 深さ１８ｍｍ
電気接続 専用配線コネクタ（３端子）
質量 約１８０ｇ
付属品 電気接続配線用コネクタ
オプション ＰＧ１１－ ＪＩＳ ＣＴＣ－１９薄鋼電線管ネジ変換アダプタ

取扱注意事項
・検圧タップのネジに緩みが無いこと
・圧力設定ダイアルカバーのロック用ネジに緩みの無いこと
・圧力導入口のＧ１／４ネジの長さに注意、最大締め付けトルクは７Ｎｍです。締過ぎ無いこと

ガス圧高仕様書

接点構成図（設定圧力以下）

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２１／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ゴムシール
コネクタ端子保護カバー

コネクタ端子

圧力導入口 Ｇ１／４×１４
深さ １８

検圧タップ

圧力設定ダイアル

圧力設定ダイアルカバー用ロックネジ
ガス圧高（ＧＷ Ａ６／Ｓ）外観図

ガス圧高外観図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２２／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

圧力スイッチ配線用コネクタ

端子配線図
内部配線図 （設定値より低い圧力状態）

外観図
組立図

ガス圧高配線

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２３／３５

Ａ

Ｍ20×1.5

2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

元圧力計
5
8

1
6

φ
6
4

30

10.5

□14

精 度

圧力検出方式

接続

主要材質

重量

ＪＩＳ １．６級

ブルドン管式

Ｒ１／４

ブルドン管 ： 黄銅管

ケース ： 銅板クロームメッキ

窓 ： ガラス板

１５０ｇ

部品番号 圧力指示範囲

ＰＧ６０－０６Ｐ ０～０．６Ｍｐａ

ＰＧ６０－０１Ｐ ０～０．１Ｍｐａ

元圧力計

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２４／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

システム３０．２０ガバナ制御（ＶＧＵ３０Ｂ、２０Ｂ）

計装例

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

本計装例は燃焼量を比例制御又はＨＩ－ＬＯ制御する場合に機械式リンゲージ機構により空気量とガス量
をバランスさせる場合です。元圧はＶＧＵの下流側バルブＭＶ２のバルブ開度により、バタフライ弁ＢＶへ
の設定圧力に整圧されます。

下流側アクチェータＡ２はガバナの機能を有するＳＫＪ２０／３０です。 ＳＫＪ２０／３０には、一般のガバナ

同様二次圧設定用スプリングが装備されています。又、ＳＫＪ２０／３０への圧力フィードバック導圧管Ｇは
バーナコックＶＢＣの下流側でバタフライ弁ＢＶの上流側へ接続します。尚、パイロット配管は省略してあり
ます。

記号 名称 型番 メーカ・備考

VGU２，３ 中圧用バルブユニット
VGU20B
VGU30B

シーメンスビルテクノロジ

SQ エアダンパ・コントロールモータ SQM,N シーメンスビルテクノロジ
AD エアダンパ （バタフライ弁） -
APL 空気圧力スイッチ （低） GW  A6/S デュングス
GPL ガス圧力スイッチ （低） GW1500 ＶＧＵ付属品
GPH ガス圧力スイッチ （高） GW  A6/S ＶＧＵ付属品
MV1 上流側バルブ MVJ40 ＶＧＵ構成品
MV2 下流側バルブ VGJ10 ＶＧＵ構成品

A2 下流側アクチュエータ
SKJ 20
SKJ 30

ＶＧＵ構成品

VMC 元コック・区分バルブ -
VBC バーナコック -
BF 送風機 -

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２５／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

１．アクチェータ本体ＳＫＪ２０動作

ＳＫＪ２０動作説明

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

２．バルブボディ

液動式アクチェータはオイル封入のシリンダー、電気式振動ポンプ及びピストン、レリーフ弁により構成さ
れています。レリーフ弁はポンプと並列にシリンダーの上部と下部のバイパス部にあり、バルブが閉の状
態ではレリーフ弁は開となっています。
シリンダーの内部にはシール・リングがあり、これによりピストンの上下運動をガイドします。ピストンの下
部にはロッドが連結しており、ピストンの上下運動をバルブ・ステムへ伝えます。
ロッドには、ディスク板が取り付けられており、外部よりバルブの開閉が確認できるインジケーターがあり
ます。
ディスク板は同時に、リミット・スイッチのレバー・アームを動かすためにも使用されます。
ガバナは操作ダイヤフラム、安全ダイヤフラム、調整スプリング、及び調量ボール・バルブ・レバーにより
構成されています。
圧力調整範囲は０～２．２ｋＰａ（地色スプリング／標準）又は１．５～～１２ｋＰａ（黄色スプリング／附属）と
なります。又導圧管の接続口はＲｐ１／４です。ガス圧導入管の配管への接続位置はバーナコックの下流
側となります。
圧力設定範囲を１０～２５ｋＰａにする場合にはオプションの赤色スプリングを使用します。
ガバナの耐圧は０．１ＭＰａです。ガバナ・ハウジングはアルミ・ダイカストであり操作ダイヤフラムはニトリ
ルゴムで、二重ダイヤフラム構造となっております。
バルブ出口側のガス圧は導圧管により、アクチェータ上部へ取り付けられているガバナのダイヤフラムへ
加圧されます。
ダイヤフラムの位置は、レバーによりピストンの上部と下部を連結しているバイパス回路にある調量ボー
ル・バルブへ伝達されます。
バルブの出口側の圧力が設定圧力より低い時は、調量ボール・バルブはバイパス回路を閉とし、ピストン
をバルブ開方向へ移動させます。
バルブの出口側の圧力が設定圧力より高い時は、調量ボール・バルブはバイパス回路を開とし、ピストン
をバルブ閉方向へ移動させます。
ガバナの設定圧力と実際の圧力とが同一になった場合は、ポンプを通過する油量と調量ボール・バルブ
により制御されるバイパス回路を通過する油量は、同量になりピストンの位置は静止します。

以上のように、制御されるガス圧は配管中のガス圧降下を生じません。

アクチェータはバルブボディより外して通電すると全開時に内部のシール部が破損します。
アクチュエータ単体での通電は絶対行わないで下さい。

ＶＧＪ１０はガス会社三社による「中圧ガス消費機器における燃焼用設備のガス配管基準」に基づいた
機器です。

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２６／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチュエータＳＫＪ２０／バルブボディＶＧＪ１０断面

断面図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

１ 操作ダイアフラム １２ 閉止スプリング
２ 安全ダイアフラム １３ 導圧管接続口
３ 調整スプリング １４ シリンダー室
４ 調量ボール・バルブ １５ シール・リング
５ 駆動油 １６ バイパス回路
６ ポンプ １７ アクチュエータ
７ レリーフ弁 １８ 開度インジケータ
８ リミット・スイッチ １９ ロッド
９ リミット調整ネジ ２０ バルブ・ステム
１０ ストレーナ ２１ バルブ・シール
１１ バルブディスク ２２

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２７／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチュエータＳＫＪ２０のガバナ圧力設定方法

ガバナ設定方法

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

シールボルト（Ｄ）を外します。
圧力設定ネジ（Ｅ）により二次圧力を設定します。時計方向で圧力は上昇し、反時計方向で降
下します。
圧力設定ネジ（Ｅ）は手前に緩めすぎますと二次圧が発生しなくなりますのでご注意願います。

標準出荷状態では、スプリング（Ｆ）は０～２．２ｋＰａ用（地色）が装備されています。二次圧力
を１．５～１２ｋＰａに設定する場合は附属してある、黄色のスプリングと交換してください。
スプリングの交換はネジ（Ｅ）を緩めて外し、中のスプリングを取り出してから新しいスプリング
を入れて、再度ネジ（Ｅ）を捩じ込んでください。
オプションとして１０～２５ｋＰａ設定用のスプリング（赤色：AGA23）があります。

圧力設定後は一度バルブを閉とし、再度開とし設定を確認します。設定確認後は必ずシール
ボルト（Ｄ）を取り付けてください。
着火時に設定圧力より大きく二次圧力がオーバーシュートを起こしている場合は（Ｄ）上部に
ある大気ベント口に挿入されているダンピングプラグをマイナスドライバーで外してください。

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２８／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

１．アクチェータ本体ＳＫＪ３０動作

ＳＫＪ３０動作説明

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

２．バルブボディ

ＶＧＪ１０はガス会社三社による「中圧ガス消費機器における燃焼用設備のガス配管基準」に基づいた
機器です。

液動式アクチェータはオイル封入のシリンダー、電気式振動ポンプ及びピストン、レリーフ弁により構成され
ています。レリーフ弁はポンプと並列にシリンダーの上部と下部のバイパス部にあり、バルブが閉の状態で
はレリーフ弁は開となっています。
シリンダーの内部にはシール・リングがあり、これによりピストンの上下運動をガイドします。ピストンの下部
にはロッドが連結しており、ピストンの上下運動をバルブ・ステムへ伝えます。
ロッドには、ディスク板が取り付けられており、外部よりバルブの開閉が確認できるインジケーターがありま
す。
ディスク板は同時に、リミット・スイッチのレバー・アームを動かすためにも使用されます。
ガバナは操作ダイヤフラム、安全ダイヤフラム、調整スプリング、及び調量ボール・バルブ・レバーにより構
成されています。
圧力調整範囲は１０～８５ｋＰａ（黄色スプリング／標準）又は７０～１５０ｋＰａ（赤色スプリング／附属）となり
ます。又導圧管の接続口はＲｐ１／４です。ガス圧導入管の配管への接続位置はバーナコックの下流側とな
ります。
ガバナの耐圧は０．２ＭＰａです。ガバナ・ハウジングはアルミ・ダイカストであり操作ダイヤフラムはニトリル
ゴムで、二重ダイヤフラム構造となっております。
バルブ出口側のガス圧は導圧管により、アクチェータ上部へ取り付けられているガバナのダイヤフラムへ加
圧されます。
ダイヤフラムの位置は、レバーによりピストンの上部と下部を連結しているバイパス回路にある調量ボール・
バルブへ伝達されます。
バルブの出口側の圧力が設定圧力より低い時は、調量ボール・バルブはバイパス回路を閉とし、ピストンを
バルブ開方向へ移動させます。
バルブの出口側の圧力が設定圧力より高い時は、調量ボール・バルブはバイパス回路を開とし、ピストンを
バルブ閉方向へ移動させます。
ガバナの設定圧力と実際の圧力とが同一になった場合は、ポンプを通過する油量と調量ボール・バルブに
より制御されるバイパス回路を通過する油量は、同量になりピストンの位置は静止します。

以上のように、制御されるガス圧は配管中のガス圧降下を生じません。

アクチェータはバルブボディより外して通電すると全開時に内部のシール部が破損します。
アクチュエータ単体での通電は絶対行わないで下さい。

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －２９／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチュエータＳＫＪ３０／バルブボディＶＧＪ１０断面

断面図

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

１ 操作ダイアフラム １２ 閉止スプリング
２ 安全ダイアフラム １３ 導圧管接続口
３ 調整スプリング １４ シリンダー室
４ 調量ボール・バルブ １５ シール・リング
５ 駆動油 １６ バイパス回路
６ ポンプ １７ アクチュエータ
７ レリーフ弁 １８ 開度インジケータ
８ リミット・スイッチ １９ ロッド
９ リミット調整ネジ ２０ バルブ・ステム
１０ ストレーナ ２１ バルブ・シール
１１ バルブディスク ２２

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －３０／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチュエータＳＫＪ３０のガバナ圧力設定方法

ガバナ設定方法

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

シールボルト（Ｄ）を外します。

圧力設定ネジ（Ｅ）により二次圧力を設定します。時計方向で圧力は上昇し、反時計方向で降下します。
圧力設定ネジ（Ｅ）は手前に緩めすぎますと二次圧が発生しなくなりますのでご注意願います。

標準出荷状態では、スプリング（Ｆ）は１０～８５ＫＰａ（黄色）が装備されています。二次圧力を７０～１５０Ｋ
Ｐａに設定する場合は附属してある、赤色のスプリングと交換してください。
スプリングの交換はネジ（Ｅ）を緩めて外し、中のスプリングを取り出してから新しいスプリングを入れて、再
度ネジ（Ｅ）を捩じ込んでください。

圧力設定後は一度バルブを閉とし、再度開とし設定を確認します。設定確認後は必ずシールボルト（Ｄ）を
取り付けてください。

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －３１／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＭＶＪ・・／ＳＫＪ・・への結線

ＭＶＪ・・（上流側遮断バルブ）の端子Ｌ（Ｐ）およびＳＫＪ・・（下流側アクチェータ）の端子①にはバーナコ
ントローラより出力を接続し、ＭＶＪ・・の端子Ｎ（Ｍｐ）およびＳＫＪ・・の端子②には電源のニュートラル
側（接地相）をそれぞれ接続します。
又、ＭＶＪ・・の端子Ｌ（Ｐ）およびＳＫＪ・・の端子①にはバーナコントローラの回路をバイパスして電源を
供給しないでください。
電気配線はＩＶ２ｍｍ２として下さい。
ＭＶＪ・・の電線管接続口は端子ボックスの左右に各一ヶ所あり口径はＰｇ１１（ＤＩＮ）です。又、ＳＫＪ・・
の電線管導入のノックアウトも端子ボックスの左右に各一ヶ所あり口径は１９ｍｍです。
オプションとして電線管アダプタ（ＪＩＳ ＣＴＣ１９への接続用）が用意されています。ＭＶＪ・・およびＳＫ

Ｊ・・に取付け可能です。

ＭＶＪ４０．２５端子台 ＳＫＪ端子台

アクチュエータＳＫＪ…には端子４，５，６の補助スイッチ端子があります。
スイッチの動作確認の設定は端子台下部の設定ネジⅣで行います。
動作点は時計方向に回す事によりバルブ開方向へ、反時計方向で閉方向に移動します。
例えば、全閉確認の設定を行う場合はアクチュエータ取付後、数回作動させステムとロッドの位置を安定させ、
バルブ閉の状態でⅣを一度端子４－６間の抵抗がＯＦＦになるようにして、次に同じＯＦＦからＯＮになる位置に
調整します。そして更に調整ネジⅣを１／２回転時計方向に回します。
これは補助スイッチの動作ディファレンシャルを安定させる為の調整です。

電気配線・調整

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

補助スイッチの調整

アクチュエータの交換・バルブボディへの取付

アクチュエータをバルブボディに取付けるビス（Ｂ）及びワッシャ（Ｃ）は
アクチュエータの端子ボックス内に収納されています。
アクチュエータをバルブボディに取付ける際にアクチュエータのロッドと
バルブステム（Ａ部）が触れる場合があります。その際にはアクチュエータ
上部をバルブに対して押し下げる事によりアクチュエータのロッドは内部に
移動しますので、その後ビスによりアクチュエータを固定して下さい。
アクチュエータとバルブボディ間にはシール剤やパッキン等は絶対に
使用しないで下さい。
アクチュエータのピストンが完全に上昇している場合バルブステムとロッドの
間には約１ｍｍの隙間が発生しますが、一度アクチュエータを通電する
事によりこのクリアランスは無くなります。
リミットスイッチの調整はこの後実施して下さい。

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －３２／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

VGU選定チャート

システム１０
ＶＧＵ１０Ｂ

システム７０
ＶＧＵ７０Ｂ

システム２０、３０
ＶＧＵ２０Ｂ、３０Ｂ

最高使用圧力 ０．３ＭＰａ未満の確認

流量計算及び差圧計算の確認

低燃焼時のガス流量と最小制御ガス量の確認

下流側バルブオリフィスの選定

ガバナ二次圧の設定値確認
ＶＧＵ２０Ｂ／３０Ｂ

ＳＫＪ７０の導入ガス圧と
空気圧の確認

（最高使用圧以下）

下流側圧力スイッチ（ガス圧高）の設定値と機種の選定

ＶＧＵ・・・システムの選定型式の確認

ＶＧＵ選定

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －３３／３５ 2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

計装上の取扱注意事項

計装上の取り扱い注意事項

VGU…B…シリーズ中圧用ガス遮断弁ユニットは、ユニットとして使用する様
に設計されています。

本ユニットの上流側遮断弁もしくは下流側遮断弁を分離して異なる使用は避
けてください。

本ユニットに対しては、同時に上流側遮断弁と下流側遮断弁へ通電する様に
してください。また、燃焼を停止する場合は、同時に電源供給を停止する様に
計装願います。

標準配置では、ガス圧力計が上流側遮断弁と下流側遮断弁の中間に配置さ
れています、この目的は上流側遮断弁と下流側遮断弁への電源供給を同時
に停止した場合でも下流側遮断弁が先に閉止する事により遮断弁間の残留
圧力が維持されている事を圧力計により確認出来、下流側遮断弁に弁越し
漏れが有るか否かを目視により確認出来ます。本、理由により圧力計を標準
配置の位置で使用する事を推奨します。また、燃焼装置側の取り扱い説明書
においても定期的にこの圧力計が燃焼停止後に供給元圧力を示している事
を確認する事項を掲載する事を推奨します。

上記の標準計装・標準配置以外にて使用する場合は弊社とお打ち合わせを
お願いします。

ＳＪ００００６４２ －３４／３５

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

2006.04.20



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

取扱注意事項

１．本機器は燃焼安全上の重要保安部品です。必要な所以外は本品を分解しないでください。

２．バルブを使用する配管中のガスが仕様に適合していること。

３．配管中のガス圧力が仕様書の圧力範囲内であること。

４．取付場所は－１０～＋６０℃の温度範囲内でること。

５．電気配線はＩＶ２ｍｍ２以上を使用すること。

６．操作電源の高電位側と接地側をバーナ・コントローラと正しく接続すること。

７．作業時は必ず電源をＯＦＦにする。安全回路をバイパスしてバルブには通電しないこと。

８．全閉確認リミット・スイッチは、運転前に元コックを閉とし、全閉の位置を正確に確認しているかを
チェックすること。

９．バルブボディのパイロット配管接続口やガス圧力スイッチ取付口で使用していない接続口のメクラ
ネジに緩みがないこと。

１０．アクチェータはバルブボディより外して通電しないこと。（破損、油漏れの原因となります。）

１１．バルブボディに示してあるガスの流れ方向が実際のガスの流れ方向と同一であること。

１２．ＳＫＪ７０、３０、２０のガス導圧管は必ずバーナコックの下流側へ接続すること。

１３．バルブボディ内のシール剤の流入がないこと。

１４．附属のガス圧高スイッチは必ずバーナコックの下流側へ接続すること。

１５．バルブ配管のサポートが充分であること。

１６．定期的に弁の通り抜け及び外部漏れ試験を実施すること。

１７．外部漏れ試験を実施する時には試験器やガス検出器等を用いて行うこと。
万一検出液を使用する場合には非腐蝕性のガス漏れ専用の検出液を使用し、使用後は充分に
液を拭きとり、充分に乾燥してから使用を開始すること。

１８．検出液を使用する場合には電気部分（コイルを含む）には検出液がかからない様にすること。
万一かかった場合には速やかに液を拭き取り、充分に乾燥させてから使用する。内部にまで
浸入しているような場合にはメーカに返却し、動作を確認してもらう事。

１９．電気配線作業やその他の作業で実際にガスを必要としない作業をする時は、必ずガスの
元コックを閉じてから作業する。

一般取扱注意事項

中圧Ｂ供給用遮断弁ユニット ＶＧＵ・Ｂシリーズ

ＶＧＵ２０Ｂ・ＶＧＵ３０Ｂ （ガバナ制御機能付）

ＳＪ００００６４２ －３５／３５ 2006.04.20


